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日本共産党丹後地区委員会は、上記の見解を発表しました。
日本共産党

荒
山

の
願
い
を
市
政
に
届
け
ま
す

日
本
共
産
党
の
代
表

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
山
の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
で
２

期
８
年
、
市
議
会
で
働
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
日
お
こ
な
っ
た
日
本
共

産
党
代
表
の
市
政
報
告
会
で
は
、
み
な

さ
ま
か
ら
様
々
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
危
険
な
道
路
の
改
修
・
改

善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
し
か
し
暮
ら

し
の
予
算
カ
ッ
ト
・
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

を
押
し
つ
け
る
現
市
政
に
よ
っ
て
、
な

か
な
か
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ま
の
声
を
ま
っ
す
く
市
政
に

と
ど
け
、
願
い
を
実
現
す
る
仕
事
を
引

き
続
き
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

に
や
ら
せ
て

く
だ
さ
い

危険な道の

改修・改善を

◎

内
記
か
ら
荒
山
を
抜
け
る

道
路
は
、
新
山
小
学
校
の

通
学
路
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
10
年
前
に
内
記
に
バ

イ
パ
ス
道
路
が
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
交
通
量
が
多

く
な
り
危
険
で
す
。

◎

◎

◆速度規制の標識を

◆死亡事故があった交差点。
　「止まれ」の標識設置を

◆農道を舗装し、デコボ
　コをなくして



市
民
の
声
を
う
け
と
め
、
い
つ
も
誠
実

この声にこたえ
全力でがんばります。

4.24
市議の選択

●実現へ、 がんばります●
〇戦争法を廃止、憲法をくらしに生かします。
〇米軍基地に対する住民の不安にこたえ、改善・撤去を

求めます。
〇ものづくりの力は丹後の宝。市が発注する仕事は地元

の業者を優先し、仕事とお金を地域に回します。住宅
リフォームを援助する制度で仕事をつくります。

〇ＴＰＰ撤回を求め、農林水産業の振興、　有害鳥獣対
策を強化します。

〇市民の足としての公共交通を充実します。
〇高校卒業まで医療費無料化を拡充します。
〇高すぎる国保税を引き下げ・減免制度を拡充。上下水

道料金値上げに反対します。消費税増税ストップ！

苦難解決へ

いつも庶民の目線で

　日本共産党の峰山の議員は、市民の願いには細かな心づ

かいで向き合います。農家の長男として生まれ、いまでも

８反を耕しています。青年時代は、日進製作所に勤務。労

働組合の執行委員も務め、要求実現の先頭に立ちました。

庶民の目線に立ち続ける生き方を貫いています。

　
　
　
　
　
　
　 

日
本
共
産
党
の

代
表
は
、

市
民
の
願
い
を
ま
っ
す
ぐ
届
け
、
市
長
に
ハ
ッ
キ
リ
も
の
を
言
っ
て
く
れ
る
。

こ
ん
な
人
こ
そ
議
会
で
働
い
て
ほ
し
い
。

ハッキリものを言う

国・市長の暴走をきび
しくチェック

　市民 6，391 人が戦争法廃止を求める請願の紹介議員

として「丹後から良心の声をあげよう」と論戦。米軍レー

ダー基地も、丹後が米軍の最前線となる危険を告発。軍・

軍属の事故を厳しく追及し、住民の安全・安心を求めてい

ます。森本工業団地のムダづかいも批判し続けました。

若者に希望もてる仕事を

独自調査で就労実態を告発
　若者に直接話を聞き、劣悪な働かされ方を市議会で告発。

処遇改善・人間らしく働けるルールづくりを提案しました。
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手


